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ご
み
指
定
袋
に
つ
い
て

　

燃
え
る
ご
み
や
燃
え
な
い
ご
み
な
ど
を
収
集
す
る
際
の
指

定
袋
は
、
合
併
前
の
旧

市
町
村
の
も
の
で
も

市
内
全
域
で
使
用
で

き
ま
す
。
旧
指
定
袋
が

無
く
な
り
し
だ
い
順

次
新
し
い
指
定
袋
＝

写
真
①
＝
が
店
頭
に

並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
新
し
い
指
定
袋
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
価
格
で
す
が
、袋

の
色
は
カ
ラ
ス
対
策
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
黄
色

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
小
」
サ
イ
ズ
の
袋
を
縦
長
か
ら
少
し

横
長
に
変
え
、
ご
み
を
入
れ
や
す
く
す
る
な
ど
改
良
を
加
え

て
い
ま
す
。

資
源
ご
み
を
出
す
と
き
は
異
物
を
と
っ
て
く
だ
さ
い

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
発
泡
ト
レ
イ
の
収
集
は
、
市
内
全
地
区

で
行
っ
て
い
ま
す
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
発
泡
ト
レ
イ
の
収
集

の
際
に
は
、ト
レ
イ
や
魚
箱
な
ど
に
貼
ら
れ
て
い
る
紙
の
ラ
ベ

ル
や
シ
ー
ル
＝
写
真
②
③
＝
を
は
が
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
発
泡
ト
レ
イ
の
収
集
の
と
き
だ
け

で
な
く
、
す
べ
て
の
資
源
ご
み
（
紙
類
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
）
の
収
集
で
も
同
様
に
、
異
物
と
な
る
シ
ー
ル
や
キ
ャ
ッ

プ
、
ラ
ベ
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
取
り
除
い
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
は
リ
サ
イ
ク

ル
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

村
上
・
朝
日
地
区
以
外
で
も
﹁
紙
ひ
も
﹂
の

使
用
を
推
奨
し
ま
す

　

紙
類
の
収
集
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
雑
誌
・
チ
ラ
シ
類
な
ど
種

類
ご
と
に
ひ
も
で
縛
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。村
上
地
区
と
朝
日

地
区
で
は
、ひ
も
は
紙
製
の
ひ
も
＝
写
真
④
＝
に
限
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、紙
ひ
も
自
体
が
古
紙
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

　

４
月
か
ら
新
村
上
市
が
ス
タ
ー
ト
し
、
３
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
生
活
と
密
着
し
て
い
る
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
の
出
し
方
を
急
に
変
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
合
併
し
て
も
し
ば
ら
く
は
旧
市
町
村
ご
と
の
ご
み
収
集
体

制
を
続
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
内
５
地
区
に
お
い
て
、
収
集
す
る
品
目
に
違
い
が
あ
っ
た
り
、
出

し
方
が
異
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、市
内
で
ほ
か
の
地
区
に
転
居
さ
れ
た
人
な
ど
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
段
階
的
に
分
別
す
る
種
類
や
ご
み
の
出
し
方
を
統
一
し
て
い
く
方
針
で
す
。

大
事
な

大
事
なご
み
のの

おお
話話

黒い発泡トレイに貼られ
たシール
▼　写真③

▲　写真②
発泡スチロールに貼られ
たシール

写真①

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課
生
活
環
境
室

☎
53
‐
２
１
１
１

（
内
線
２
７
２
、２
７
３
、２
７
４
）
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さ
れ
る
た
め
で
す
。
ビ

ニ
ー
ル
ひ
も
な
ど
は
、

紙
類
と
し
て
処
理
で

き
な
い
た
め
、
取
り
除

く
作
業
が
増
え
、
異
物

と
し
て
ご
み
と
な
り

ま
す
。
村
上
地
区
と
朝

日
地
区
以
外
で
も
な

る
べ
く
「
紙
ひ
も
」
を

使
用
し
、
少
し
で
も
リ

サ
イ
ク
ル
し
や
す
い

状
態
で
紙
類
を
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、今

後
は
紙
ひ
も
に
統
一
し
て
い
く
予
定
で
す
。

村
上
地
区
と
山
北
地
区
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
収
集
に
つ
い
て

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
は
、
食
品
の
袋
や
卵
な
ど

の
透
明
パ
ッ
ク
、
包
装
フ
ィ
ル
ム
、
洗
剤
や
乳
酸
菌
飲
料
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
フ
タ
な
ど

＝
写
真
⑤
＝
を
い
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
製
品
で
あ
る

す
べ
て
の
も
の
が
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
収
集
に
該

当
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

で
も
、
内
面
が
ア
ル
ミ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
や
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
の
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
、
中
身
の
汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の

は
燃
え
る
ご
み
と
し
て
収
集
し
ま
す
。
ま
た
、食
品
ト
レ
イ
や

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
の
容
器
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ー
ク
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
製
の
も
の
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
発
泡
ト
レ
イ
の
収
集

日
に
収
集
し
ま
す
。
分
か
り
に
く
い
場
合
は
、
本
庁
環
境
衛

生
課
ま
た
は
、
山
北
支
所
市
民
生
活
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
現
在
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
収
集
は
村
上
地
区
と
山
北
地

区
の
み
で
す
が
、
今
後
体
制
が
整
い
し

だ
い
、
ほ
か
の
地
区
に
も
導
入
し
て
い

く
予
定
で
す
。

□
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
ま
し
た

　

村
上
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
み
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
が
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
村
上
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の 

生
活
環
境
ロ
ゴ 

→
「
ご
み
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
進

み
、お
住
ま
い
の
地
区
に
該
当
す
る
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

□
お
問
い
合
わ
せ
が
多
い
も
の

問�　

パ
ソ
コ
ン
は
ど
の
よ
う
に
処
分
す
れ
ば
い
い
で
す

か
？　

答�　

各
社
製
造
メ
ー
カ
ー
で
回
収
し
ま
す
。
販
売
店
や

メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問�　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
資
材
は
燃
え
る
ご
み
に
出
せ
ま

す
か
？

答�　

出
せ
ま
せ
ん
。
販
売
店
や
処
理
業
者
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問　

布
団
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

答�　

座
布
団
大
に
切
っ
て
、燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問�　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
バ
ケ
ツ
や
風
呂
お
け
は
何
ご

み
に
出
せ
ま
す
か
？

答　

燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
ご
不
明
な
点
や
分
別
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
環
境
衛
生
課
ま
た
は
、
各
支
所
市
民

生
活
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

写真④

写真⑤
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国保に加入している70歳以上の人にお知らせ
８月から高齢受給者証が変わります

　市の国民健康保険に加入している70歳以上の人が、医療機関にか

かるときは、保険証と高齢受給者証（藤色のカード）が必要です。

現在、お持ちの高齢受給者証は、７月末で有効期限が切れて使えな

くなりますので、今月中に新しい「高齢受給者証」を郵送します。

　現在、高齢受給者証をお持ちの人の中には、病院などで支払いを

する際の「一部負担割合」が変わる人もいます。これは、新年度の

課税所得に応じて負担割合が変わるためです。高齢受給者証が届い

たら、ご確認ください。

　※ あらたに70歳になる人には、誕生月に高齢受給者証を交付して

います

●問い合わせ　保健医療課国保係　☎53－2111（内線252）

「長寿医療制度（後期高齢者医療制度）」のお知らせ
１　8月から保険証が変わります
　８月１日から保険証の色は桃色に変わります
　 　新しい保険証は、７月下旬に郵送します。８月になっても保険証が届かない、または保険証の記載事項

に誤りがあった場合は、保健医療課後期高齢者医療係までご連絡ください。

　窓口自己負担割合の判定について
　 　毎年、前年の所得状況により８月１日からの窓口自己負担割合を判定しています。新しい保険証に記載

されている窓口自己負担割合は、平成19年中の所得状況に基づいて判定されたものです。

平成20年８月から窓口自己負担の判定方法が変わります
　今年８月からの窓口自己負担割合の判定は、同一世帯に属する長寿医療制度加入者の所得状況により

判定を行います。（これまでの判定では、同一世帯に属する70歳以上の所得状況により判定をしていまし

た）

１割負担となる人
　同一世帯の加入者の中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者がいない人。

３割負担（現役並み所得者）となる人
　同一世帯の加入者の中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者がいる人。

　ただし、下記に該当する場合は申請により１割負担となります。

　　［同一世帯に加入者が１人の場合］　　その人の収入の合計金額が383万円未満

　　［同一世帯に加入者が複数いる場合］　加入者全員の収入の合計金額が520万円未満

　※ このたびの判定に伴い、３割負担（現役並み所得者）に変更となった人で、従来の判定では１割負

担に該当する場合は、医療費の自己負担限度額を平成22年７月まで一般に据え置く緩和措置が設け

られます。

高齢受給者証

お名前

生年月日

この部分に負担割合が表示

されています

●問い合わせ　保健医療課後期高齢者医療係　☎53－2111（内線255・256）
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２　後期高齢者医療保険料額の確定の通知書について
○平成20年度の年間保険料額を確定し、７月中旬に個別に保険料額決定通知書を郵送します。

　保険料の算定方法は、下記のとおりです。

平成20年度の後期高齢者医療保険料額
　『所得割額』＋『均等割額』が年間保険料額となります。（賦課限度額は50万円）
　【所得割額】平成19年中の総所得金額を基に算定します

　　　　所得割額　＝　［平成19年中の所得　－　基礎控除33万円］　×　7.15％

　【均等割額】１人あたり35,300円

保険料の軽減制度
○平成19年中の加入者と世帯主の合計所得が一定基準以下の人（申請は不要です）

　・均等割額の７割、５割、２割の軽減が受けられます。

○ 制度加入前日に、会社の健康保険などの被用者保険（市の国保、国保組合を除く健康保険）の被扶養

者であった人（申請は不要です）

　・平成20年度の年間の保険料額が1,700円となります。

【お願い】

　 　被用者保険の被扶養者確認作業の遅れのため、本来は軽減される人が保険料通知で軽減されていな

い場合があります。お手数ですが、軽減の対象となる人は、保険料通知がお手元に届きましたら軽減

額の有無をご確認いただき、不明な点がありましたら市税務課保険税係までご連絡ください。

３　保険料の納付方法について
○ 保険料の納付方法は、年金から納める『特別徴収』と、納付書または口座振替で納める『普通徴収』があ

ります。保険料の納付方法は、原則として年金からの特別徴収となります。

※７月中旬に郵送される保険料額決定通知書に納付書が同封されている人は、『普通徴収』となります

●問い合わせ　税務課保険税係　☎53－2111（内線224）

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
含
む
）を
利
用
す
る
際
は
、介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
の
ほ
か
に
、
食
費
と
居
住

費
（
※
滞
在
費
）
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
所
得
の
低
い
人
に
は
、
負

担
額
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

※�

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
場
合
は
、「
滞

在
費
」
と
い
い
ま
す

◆
軽
減
を
受
け
る
に
は

　

「
負
担
限
度
額
認
定
申
請
」
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。
有
効
期
限
は
、
７
月

１
日
か
ら
翌
年
６
月
30
日
ま
で
と
な

り
、毎
年
更
新
の
届
け
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
申
請
の
際
に

は
、介
護
保
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

申
請
後
、対
象
と
な
る
人
に
は
「
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」
を
交

付
し
ま
す
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
す
る
と
き
は
、
こ
の
認
定
証
を
施
設

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
サ
ー
ビ
ス

　

対
象
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
保

険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、老

人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施

設
）
入
所
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
（
短
期
入
所
生
活
介
護
、
短
期

入
所
療
養
介
護
）サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の

居
住
費
（
※
滞
在
費
）
と
食
費
で
す
。

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

◆
対
象
者
お
よ
び
軽
減
内
容

　

世
帯
全
員
が
、市
民
税
非
課
税
の
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
負
担
軽
減
は
、

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
受
け
ら
れ

ま
す
。
軽
減
内
容
は
、利
用
さ
れ
る
施

設
の
居
室
区
分
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
６
１
）

荒
川
支
所
地
域
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

☎
62
‐
３
１
０
１
（
内
線
１
２
２
）

神
林
支
所
地
域
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

☎
66
‐
６
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

朝
日
支
所
地
域
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

☎
72
‐
６
８
８
７
（
直
通
）

山
北
支
所
地
域
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

☎
77
‐
３
１
１
３
（
直
通
）

介
護
高
齢
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
に
つ
い
て
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子育て支援
センターのご案内 応援します! みんなで一緒に楽しく子育て !

☆楽しいことがいっぱい！
　自由に遊べるほか、保育士による手遊

びやリズム遊び、「絵本の読み聞かせ」、

「誕生会」など、各子育て支援センター

ごとにお楽しみがあります。

☆そのほかにも…
　仲間づくりのお手伝

いや子育てサークルを

支援します。

　サークルをつくりた

いというときはご相談

ください。

■「子育て広場」
　親子、子ども同士のふれ

あいの場として、また子育

て仲間をつくる場となる

よう、すべての子育て支援

センターで行っています。

　親子で自由に遊んだり、

おしゃべりしながらみん

なで交流しましょう。専任

の保育士がいるので初め

ての人でも大丈夫！

朝日子育て支援センター　（高南保育園内）
　住所：中原2722－１

　電話：72－1153
・なかよしひろば　月～金曜日　午前９時～ 11時30分

上海府子育て支援センター　（上海府保育園内）
　住所：吉浦1456－１

　電話：58－2026
・きらきら広場　月・水・木曜日　午前９時30分～ 11時30分

・わっしょい広場　金曜日　午前９時30分～ 11時（第一保育園）

・G
ご

O!G
ご

O!広場　　　水曜日　午後１時30分～３時30分（勤労青少年ホーム）

支
援
セ
ン
タ
ー
は

どこに行ってもいいの？
もちろん、どこに行っても大丈夫です

お気に入りの場所をみつけてくださいね！

※ 子育て広場の時間は、各子育て支援センターで

若干異なりますのでご注意ください

子
育
て

荒川子育て支援センター　（金屋保育園内）
　住所：金屋2142－１

　電話：62－2456（直通）

・にこにこキッズ 月～金曜日　午前９時30分～ 11時30分

・０才児の部屋 月曜日　（祝日の場合は火曜日）

 午後１時30分～３時30分
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子育て支援
センターのご案内 応援します! みんなで一緒に楽しく子育て !

「子育て支援センター」ってご存じですか？
　「名前は知ってるけど行ったことはないなぁ」という人、多いのではありませんか？子育て支援センター

は各地区にあり、子育て中のお家の人と子どもたちの応援団になれるよういろいろな活動を行っています。

子育て仲間がたくさんいます。一度いらしてみませんか。

利用するには？
　利用対象者は、市内の未就園児とお家の人になります。

　利用料金は無料です。土・日曜日、祝日はお休みです。

■「育児講座や行事」
　子育てに役立つ講座や、

リフレッシュも兼ねた楽

しい事業を計画していま

す。その都度、市報などで

お知らせします。ぜひ参加

してみてください。

■「子育て相談」
　育児に心配ごとはつきもの。子どもの成長も

さまざまです。一人で悩まずに相談してくださ

い。相談の受付時間は各子育て支援センターと

も午前９時～午後４時で、個別に面接相談や電

話での相談も受けます。また、子育て関連機関

との連携なども行っていますので、お気軽にご

相談ください。（個別相談をご希望のときは、事

前にご連絡ください）

山辺里子育て支援センター（山辺里保育園内）
　住所：日下1241－２

　電話：53－1577（直通）

・せせらぎ広場　月・火・水・金曜日　午前９時30分～ 11時30分

・赤ちゃん広場　火曜日　午後１時30分～ ３ 時30分

　　（０歳児）　　木曜日　午前９時30分～ 11時30分

山北子育て支援センター（山北にじいろ保育園内）
　住所：府屋176－５

　電話：77－2012
・どんぐりの森　　月～金曜日　午前９時30分～ 11時30分

・赤ちゃんの日　　
火曜日　午後１時30分～３時30分

　　（０歳児）

神林子育て支援センター（旧西神納保育園内）
　住所：九日市356－４

　電話：66－7297
・子育て広場　月～金曜日　午前９時30分～ 11時30分

■「子育て情報の提供」
子育てに関する情報やアドバイス

などを随時お知らせします。

各地区には子育て支援センターのほかに、育児サークルや児童館など親子で利用できる場

所があります。詳しくはお住まいの地区の子育て支援センターにお問い合わせください。

み
ん
な
つ
な
が
っ
て
ま
～
す
！
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「困ったなぁ、

ちょっとうちの
子をみてくれな

いかなぁ」

と悩んでいるマ
マを応援します

！
通院や冠婚葬祭
急な仕事など

職業訓練
ママのリフレッシュ一時保育
　市内４カ所の保育園では、保護者の就労や病気などで、家庭で育児ができなくなる場合に一時的に保育園

でお子さんをお預かりします。また、保護者が育児疲れや美容院に行きたいときなどリフレッシュしたいとき

にも利用できます。保育園に入園していない４か月以上のお子さんが対象です。お気軽にご相談ください。

●問い合わせ　山辺里保育園　　　　☎52－4179

　　　　　　　向ヶ丘保育園　　　　☎66－8330

　　　　　　　山北にじいろ保育園　☎77－2012

              山北おおぞら保育園　☎77－2620

一時保育を始めて 4 年目

になりました。専用の保育

室で専任の保育士と楽し

く過ごせますので、安心し

てご利用いただけます。

山辺里保育園
（日下1241-1）

今年の 4 月に開園したピ

カピカの保育園です。自

然に囲まれて、ゆったり

とした空間で落ち着いて

過ごせます。

向ヶ丘保育園
（小出832-1）

保育園に入園している子ど

もたちとの触れ合いと、山

北産材の香りが漂う新しい

園舎で海の風を感じなが

ら、いつもとは違う楽しさ

を満喫できます。

山北にじいろ保育園
（府屋176-5）

山北杉、松をふんだんに

使った園舎で、開園して２

年目。海と山に囲まれた自

然豊かな環境の中で、おも

いっきり遊べます。

山北おおぞら保育園
（勝木730）

市内に住所がある人なら

４つのどの保育園でも利用できます

利用時間は
・午前８時から午後４時までの希望の時間

※時間の延長を希望する人は、ご相談くだ

さい

・土曜日、日曜日、祝日はお休み 申込方法は
・事前に申し込みが必要です。

・初めての人は、お子さんを連れて実施園

でお申し込みください。

・2度目からは、電話でも受け付けます。

利用料は
・４時間未満　１，０００円

・４時間以上　２，０００円

（給食代、おやつ代、保険料含む）
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〔
食
生
活
改
善
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進
委
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と
は
〕

　

市
の
栄
養
教
室
講
習
会
を
受
け
、

そ
の
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
住

民
の
食
生
活
改
善
普
及
に
よ
り
健

康
づ
く
り
を
進
め
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
人
た
ち
で
す
。

　

会
員
数
は
市
内
５
地
区
の
分
会

を
合
わ
せ
て
３
６
６
人
で
す
。

〔
活
動
内
容
〕

　

市
は
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環

と
し
て
、
健
康
食
普
及
を
目
的
に
協

議
会
に
事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
た
生
活
習

慣
病
の
予
防
食
、
介
護
食
の
普
及
、

地
場
産
物
を
使
っ
た
健
康
食
普
及

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

〔
最
近
の
状
況
〕

　

合
併
に
伴
い
、
新
市
協
議
会
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会

な
ど
に
も
進
ん
で
参
加
し
、
会
員
の

資
質
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〔
地
域
で
活
動
〕

　

日
ご
ろ
の
食
生
活
を
見
直
す
こ

と
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
大
い

に
役
立
ち
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
の
調
理
伝
達
や
文
化
祭
会

場
の
「
食
推
コ
ー
ナ
ー
」
に
ど
な
た

で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
町
内
、
集
落
で
健
康
食
普
及

活
動
な
ど
の
計
画
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員
へ
直

接
、
ま
た
は
左
記
の
担
当
を
通
じ
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

　

荒
川
支
所
地
域
福
祉
課

　

☎
62
‐
３
１
０
１（
内
線
１
２
６
）

　

神
林
支
所
地
域
福
祉
課

　

☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
１
１
４
）

　

朝
日
支
所
地
域
福
祉
課

　

☎
72
‐
６
８
８
７（
直
通
）

　

山
北
支
所
地
域
福
祉
課

　

☎
77
‐
３
１
１
３（
直
通
）

村
上
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会（
食
推
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
は
食
の
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

平成19年度情報公開および個人情報保護条例運用状況
　平成19年度中に条例に基づいて行われた情報公開および個人情報開示等の請求件数ならび

に処理状況などを公表します。

１　情報公開実施件数

旧村上市 旧荒川町 旧神林村 旧朝日村 旧山北町

情報公開請求件数 1件 0件 5件 1件 2件

（公開件数）

全部公開件数 0件 0件 0件 0件 1件

一部公開件数 0件 0件 3件 0件 1件

（非公開件数）

非公開件数 1件 0件 0件 1件 0件

不存在等件数 0件 0件 2件 0件 0件

不服申立件数 0件 0件 0件 0件 0件

審査機関への諮問件数 0件 0件 0件 0件 0件

訴訟件数 0件 0件 0件 0件 0件

公文書公開申出件数 6件 0件 1件 0件 0件

２　個人情報開示等件数

旧村上市 旧荒川町 旧神林村 旧朝日村 旧山北町

個人情報開示請求件数 3件 0件 3件 1件 0件

訂正および利用停止請求件数 0件 0件 0件 0件 0件

不服申立(異議申立)件数 0件 0件 0件 0件 0件

是正申出件数 0件 0件 0件 0件 0件

審議会への諮問件数 0件 0件 0件 0件 0件

訴訟件数 0件 0件 0件 0件 0件

●問い合わせ　総務課庶務係　☎53－2111（内線313）
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の事
ふ れ あ い 平成20年度

村上市民ふれあいセンター 主催 業 ご 案内
TEL 52-0201　FAX 52-0202　HP　http://www.iwafune.ne.jp/̃fureai　E-mail　0201@mail.iwafune.ne.jp

TOKI 弦楽アンサンブル 2008
～室内楽の楽しみ～

TOKI 弦楽アンサンブル 2008
～室内楽の楽しみ～

「TOKI」という名前からわかるように、新潟発のアンサンブル、「TOKI弦楽四重奏団」による公演です

出演
ギド・デ・ネーブ（ヴァイオリン）
平山真紀子（ヴァイオリン）
鈴木康浩（ヴィオラ）
上森祥平（チェロ）
小熊佐絵子（ヴィオラ）
佐野央子（コントラバス）
平山友紀子（ピアノ）

演奏予定曲目
モーツァルト：セレナード13番　ト長調　K.525<アイネ・クライネ・ナハトムジーク＞より

ベートーヴェン：三つの二重奏曲　作品64より　第一番
シューベルト：ピアノ五重奏曲　イ長調　作品114D.667「ます」より

ドヴォルザーク：弦楽五重奏曲　第２番　ト長調　作品77より　　　　・・・ほか

9月９日㈫
開場　18：00
開演　18：30
入場料：2,000円

（全席自由）
保護者などと同伴の中学生以下無料

プレイガイド：市民ふれあいセン
ター／総合文化会館／市内各地
区公民館／村上駅前観光案内所
／音楽の専門店ミヤシタ楽器／
村上ミュージックセンター／酒
と音楽とコーヒーの店楽屋／ど
んとうまい（荒川ショッピングセ
ンターアコス内）

主催　㈶イヨボヤの里開発公社　　　　共催　村上市／村上市教育委員会　　　　後援　村上市ＰＴＡ協議会／村上市校長会／村上市教
頭会／村上市教育研究会　　　　協力　文化薫る「郷育のまち・村上」で本物との出会いをつくる会

文化庁／東京国立近代美術館フィルムセンター／村上市主催　優秀映画鑑賞事業

阪妻、長谷川一夫、右太衛門、千恵蔵・・・
定番時代劇の醍醐味を存分に発揮したスター競演の作品を上映します

阪妻、長谷川一夫、右太衛門、千恵蔵・・・
定番時代劇の醍醐味を存分に発揮したスター競演の作品を上映します

８月９日㈯・10日㈰　入場料 １作品１回500円（全席自由・入替制）

９日㈯

10日㈰

10:00 ～ 12:12 「大江戸五人男」　出演：阪東妻三郎、市川右太衛門　ほか
12:45 ～ 14:07 「銭形平次捕物控　人肌蜘蛛」　出演：長谷川一夫、山本富士子、市川雷蔵　ほか
14:40 ～ 17:10 「赤穂浪士」　出演：片岡千恵蔵、中村錦之助　ほか
 ９:00 ～ 11:30 「赤穂浪士」　出演：片岡千恵蔵、中村錦之助　ほか
11:45 ～ 13:48 「旗本退屈男」　出演：市川右太衛門、桜町弘子、片岡千恵蔵　ほか
14:20 ～ 16:32 「大江戸五人男」　出演：阪東妻三郎、市川右太衛門　ほか
17:00 ～ 18:22 「銭形平次捕物控　人肌蜘蛛」　出演：長谷川一夫、山本富士子、市川雷蔵　ほか

プレイガイド　　総合文化会館／市内各地区公民館／市民ふれあいセンター
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㈶イヨボヤの里開発公社㈶イヨボヤの里開発公社

　村上市民ふれあいセンター・イヨボヤ会館・郷土資料館（おしゃぎり会館）では、夏休みの子ど
もたちを対象に、さまざまな体験企画を開催します。ぜひご参加ください。

　一つの「演劇創り」をとおして、舞台の表方（役者）と裏方（音響・照明など）の仕事を当セ
ンターの機材を実際に使いながら体験してもらいます。「将来は俳優を目指している人」、
「舞台の照明や音響に興味のある人」など、ぜひ参加してください。
会　　場　村上市民ふれあいセンター
時　　間　午前９時～午後５時
参加対象　市内小学５年生～中学３年生
募集締切　７月20日㈰
定　　員　15人程度
参 加 費　無料
申込方法　電話、ＦＡＸ、eメールなどで当センターまでお申し込みください
　　　　　※FAX、eメールなどでお申し込みの人は住所・氏名・電話番号・学校名・学年を明記してください

　イヨボヤ会館のそばを流れる「種川」に生息している生き物（魚や虫たち）を採取し、
その生態や種川の水質などを図鑑や実験機材を使って調べます。夏休みの自由研究と
して参加してみませんか。
時　　間　午前９時～午後３時ころ（小雨決行）
定　　員　30人
講　　師　富樫　繁春先生（新潟県自然観察指導員）
募集締切　７月27日㈰　　
参 加 費　500円
申込方法　電話などでイヨボヤ会館まで
そ の 他　昼食を用意してください

　日本には他の国には例を見ないほど多くの種類の凧があります。各地域の風俗や地形にあわせて、独特
の凧文化が生まれ、村上地方でも昔から子どもたちの間で凧上げが行われてきました。
　今回は、親子で力を合わせて凧づくりに挑戦して、凧上げのおもしろさを体験しながら、親子の絆を深
めてください。

会　　場　三の丸記念館
時　　間　午後１時30分～４時
定　　員　親子15組（定員になり次第締め切ります）
参 加 費　１組　800円
申込方法　電話などで郷土資料館（おしゃぎり会館）まで
駐 車 場　会場には駐車スペースがありませんので、郷土資料館（おしゃぎり会

館）の駐車場をご利用ください

SSNジュニアシップ舞台機構・音響・照明体験会

～夏休みの自由研究のお手伝い～

夏休み親子でチャレンジ !!

「演劇を創ろう！」

「種川」水中生物探検隊

『風と遊ぼう』～凧づくり～

問い合わせ・申し込み　村上市民ふれあいセンター（☎52－0201）

問い合わせ・申し込み　イヨボヤ会館（☎52－7117）

問い合わせ・申し込み　郷土資料館（おしゃぎり会館）（☎52－1347）

7月26日㈯・27日㈰

8月2日㈯

8月10日㈰

たねがわ
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保
険
料
免
除
制
度

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額
１
４
，
４
１
０
円
（
平
成

20
年
度
の
額
）
で
す
が
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
申
請
の
う
え
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
、
前
年
の
所
得
を
基
準
に
審
査

さ
れ
ま
す
が
、
前
年
の
所
得
が
基
準
を
超
え
て
い
た
と
し

て
も
、
退
職
（
失
業
）
な
ど
の
理
由
に
よ
り
免
除
が
承
認

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
は
次
の
も
の
を
持
参
し
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

・
印
鑑

　

・
年
金
手
帳

　

・ 

失
業
し
て
い
る
場
合
は
、
失
業
し
た
こ
と
を
確
認
で

き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
な
ど
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し

　

・
本
人
と
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
係　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

　

荒
川
支
所
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62
‐
３
１
０
１
（
内
線
１
１
５
）

　

神
林
支
所
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
66
‐
６
１
１
１
（
内
線
１
０
２
）

　

朝
日
支
所
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
72
‐
６
８
８
５
（
直
通
）

　

山
北
支
所
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
77
‐
３
１
１
２
（
直
通
）

　

山
北
地
区
大
毎
集
落
の
「
吉
祥
清
水
」
が
、
み
ご
と
「
平
成

の
名
水
百
選
」
の
選
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
７
月
に
環
境
問
題
を
主
要
課
題
の
一
つ
と
し

て
開
催
予
定
の
「
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
に
ち
な
み
、
環

境
省
が
水
環
境
保
全
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
募

集
し
た
も
の
で
、
同
集
落
で
は
大
変
な
栄
誉
に
活
気
づ
い
て
い

ま
す
。

　

吉
祥
清
水
は
、
大
正
13
年
に
、
大
毎
集
落
の
住
民
有
志
38
人

が
、
吉
祥
岳
の
麓
ふ
も
と
に
わ
き
出
る
清
水
を
飲
料
水
と
し
て
集
落
内

に
引
き
込
ん
だ
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
現
在
ま
で
継
続
し
て
維

持
管
理
を
行
っ
て
き
た
同
集
落
で
は
、
全
１
６
８
世
帯
の
う
ち

90
世
帯
に
引
き
込
ま
れ
、
日
常
生
活
用
水
と
し
て
大
切
に
飲
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
５
年
に
は
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
清
水
の
水
飲
み
場
を
整
備
し
、
現
在
で
は
新
潟
市
近
郊
な

ど
か
ら
も
、
年
間
約
１
万
人
が
お
い
し
い
清
水
を
求
め
て
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
「
新
潟
県
の
輝
く
名
水
」
の
認
定
に
続
く
快
挙
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
「
地
域
の
宝
」
と
し
て
長
年
守
り
は
ぐ
く
み

続
け
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
清
水
の
里
に

生
き
る
住
民
の
自
信
と
誇
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

同
集
落
で
は
「
こ
の
大
切
な
清
水
と
、
地
元
の
産
物
を
活
か

し
て
、
さ
ら
に
集
落
を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
、
今
後
の
目
標

を
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
に
「
荒
川
」
も
選
定
さ
れ
ま
し
た

ふれあいトーク（市政懇談会）開催します
　市では、市民の皆さんと市長との｢ふれあい

トーク｣を開催します。

　この｢ふれあいトーク｣は、新村上市として新

しいまちづくりを進めていくため、皆さんから

のご意見やご要望を市政に活かし、活気あるま

ちづくりをしていくための懇談会です。市民の

皆さんのご参加をお待ちしています。

　※ 今後も開催を予定していますが、今回は各

地区１会場での開催となります。都合のよ

い会場においでください。

●問い合わせ　政策推進課広報広聴係　☎53－2111（内線335）

開催日 時　間 会　　場

７月27日
㈰

午前10時
～

【荒川地区】
荒川地区公民館

７月27日
㈰

午後１時
30分～

【神林地区】
神林農村環境改善センター

７月30日
㈬

午後７時
～

【村上地区】
教育情報センター

８月５日
㈫

午後７時
～

【山北地区】
さんぽく会館集会室

８月８日
㈮

午後７時
～

【朝日地区】
村上市総合文化会館

平
成
の
名
水
百
選
に

山
北
地
区（
大
毎
）の
吉
祥
清
水
が
選
定

国

民

年

金
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村上市開催（運営）の競技種目別マスコット

トキはなて　君の力を　大空へ

○問い合わせ

　国体課村上分室（☎53－2202）

相撲 銃剣道 トライアスロン

スケートボード 3B体操 リズム体操

高等学校軟式野球

　

６
月
13
日
㈮
と
18
日
㈬
か
ら
24

日
㈫
の
間
、
来
年
度
開
催
さ
れ
る
ト

キ
め
き
新
潟
国
体
（
第
64
回
国
民
体

育
大
会
）
の
啓
発
お
よ
び
気
運
醸
成

の
た
め
、
ま
た
大
会
会
場
を
美
し
く

飾
る
た
め
、
村
上
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
さ
ん
ぽ
く
北
小
学
校
、
さ

ん
ぽ
く
南
小
学
校
の
児
童
、
集
落
な

ど
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
プ
ラ
ン

タ
ー
を
製
作
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
会
の

会
場
周
辺
を
花
で

飾
っ
て
大
会
に
参

加
す
る
皆
さ
ん
を

気
持
ち
よ
く
迎
え

る
た
め
に
、
ト
キ
め

き
新
潟
国
体
県
民

運
動
の
一
環
と
し
て

実
施
し
た
も
の
で

す
。

　

製
作
に
携
わ
っ

た
皆
さ
ん
の
「
気
持

ち
よ
く
大
会
に
臨

ん
で
欲
し
い
」
と
い

う
思
い
は
き
っ
と
、
き
れ
い
な
花
を

咲
か
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
会
場
内
外
を

彩
り
鮮
や
か
な
も
の
に
し
、
参
加
す

る
選
手
や
役
員
、
そ
し
て
一
般
の
観

覧
者
の
癒
し
と
な
っ
て
伝
わ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
県
民
運
動
﹁
花
い
っ
ぱ
い
運
動
﹂

み
な
さ
ん
へ
の
想
い
を
込
め
て

　

皆
さ
ん
、
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
で

披
露
さ
れ
る
「
ト
ッ
キ
ッ
キ
ダ
ン
ス
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

こ
の
ダ
ン
ス
は
、
来
年
の
新
潟
国

体
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
ガ
ム
シ
ャ
ラ

な
風
に
な
れ
」
に
合
わ
せ
て
踊
る
も

の
。
県
が
国
体
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

広
め
て
お
り
、
市
内
で
も
保
育
園
や

小
学
校
で
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
辺

里
小
学
校
で
は
５
月
24
日
㈯
の
運
動

会
に
全
校
児
童
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に

踊
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
８
月
24
日
㈰
の

相
撲
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
も

山
北
地
区
の
保
育
園
児
の
皆
さ
ん
が

披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ん
、
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
で

披
露
さ
れ
る
「
ト
ッ
キ
ッ
キ
ダ
ン
ス
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

こ
の
ダ
ン
ス
は
、
来
年
の
新
潟
国

体
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
ガ
ム
シ
ャ
ラ

〝
ト
ッ
キ
ッ
キ
ダ
ン
ス
〞を

ご
存
知
で
す
か

　８月23日㈯・24日㈰に開催される「競技別リ

ハーサル大会（相撲・銃剣道）」のポスターが完

成し、各町内・集落の

掲示板などに掲示し

ました。

　 ぜ ひ ご 覧 い た だ

き、大会当日は皆さ

んからの応援をお願

いします。

相撲競技のポスター
【画：齋藤志帆さん（山北中　H19年度卒）】

競技別リハーサル大会

ポスターができました



2008.7.1　　14

第63回

新潟県美術展覧会新潟県美術展覧会
入　
選

﹁
書　
道
﹂

﹁
日
本
画
﹂

﹁
洋　
画
﹂

﹁
彫　
刻
﹂

﹁
工　
芸
﹂

﹁
版　
画
﹂

﹁
写　
真
﹂

　

７
月
17
日
㈭
か
ら
は
、
県
展
村
上

展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。︵
詳
細
は
お
知

ら
せ
版
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
︶
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

県
展
賞
﹁
版　
画
﹂

受
賞
者
の
声

　

こ
の
た
び
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い
県
展
賞
を
い
た
だ
き
、
ビ
ッ
ク
リ
す

る
と
と
も
に
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
以
前
か
ら
同
じ
よ
う
な
ス
タ
イ
ル

で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
な
お
一
層
頑
張
っ
て
や
っ
て
い

こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
や
り
た
い
こ
と
、自
分
な
り
に
考
え
て
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 中

原　

一
磨　

さ
ん

～
塩
谷
出
身
～

村
上
市
美
術
協
会
会
員

作品名「未来」

奨
励
賞
﹁
書　
道
﹂

受
賞
者
の
声

　

県
展
に
出
し
始
め
て
50
年
。
や
っ
と
２
回
目

の
受
賞
で
す
。
長
く
か
か
り
ま
し
た
。
お
か
げ

で
退
屈
す
る
こ
と
な
く
多
忙
な
毎
日
が
過
ぎ

ま
し
た
。６
月
６
日
㈮
か
ら
８
日
㈰
に
か
け
て
、

私
ど
も
の
書
展
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時

の
先
生
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
が
「
古
典
の
展
開

を
│
」
で
し
た
。
毎
日
２
時
間
の
練
習
を
続
け

た
お
か
げ
か
と
思
い
ま
す
。
優
し
い
先
生
と
良

い
仲
間
、
そ
し
て
健
康
の
あ
り
が
た
さ
に
感
謝

し
ま
し
た
。

大滝　志満子　さん

～上片町～

作品名「あまのはら」

毎年、県内から集まる優秀作品が一同に展示される新潟県美術展覧会。

ここでは、栄えある賞を受賞された皆さんを紹介します。
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●「家庭介護者のつどい」参加者募集

在宅で寝たきりや認知症の高齢者を介護している家族を対象に「家庭介護者のつどい」を開催します。

【対象者】山北地区在住で高齢者を介護している人

【と　き】７月15日㈫　午後１時30分～４時　　【ところ】さんぽく会館

【内　容】映画鑑賞会・ミニ講話（高齢者の介護について）・座談会　　【参加費】200円（茶菓子代）

【申し込み期限】７月10日㈭

【申し込み】山北地域包括支援センター（☎77－4053）

●「脳の健康教室」学習者募集

読み書き・計算で脳の健康維持（認知症予防）や増進を。

【対象者】65歳以上で毎週１回学習教室への参加と毎日10分程度の自宅学習が可能な人

【学習期間】�８月22日㈮～平成21年１月30日㈮まで（６カ月間）の毎週金曜日（午後１時30分～４時

までの30分程度）

【ところ】　岩船小学校　　【費　用】　月額1,800円（教材費込み）

【申し込み期限】７月25日㈮

【申し込み】介護高齢課　地域包括支援センター　☎53－2111（内線364）

介護予防事業のお知らせ

元気な
うちから
介護予防

水中運動
はじめてみませんか

　多くの高齢者が抱えているひざや腰の痛み。しかし「痛みがあるから」と外出や運動を控えて安静な生活

を続けていると、体や脳の機能が低下するのはもちろん、閉じこもりやうつなどさまざまな「要介護」のリ

スクを抱えるようになります。放っておけば要介護状態となり、やがては「寝たきり」になる危険性があり

ます。これらを防ぐためには、自分の体の状態に合わせて、無理のない範囲で体を動かし、できるだけ活発

な生活を送ることが大切です。そこでおすすめするのが「水中運動」です。

　「プール」＝「泳ぎ」をイメージされる人が多いと思いますが、水中運動は水の持つ特性により、年齢に

関係なく、足腰に負担をかけず無理なく行うことができる安全かつ効果的な運動です。

・膝の痛みが良くなり、正座ができるようになった。（70代女性）

・よく眠れるようになった。（70代女性）

・肩の痛みが和らいで動きがスムーズになった。（60代女性）

・腰バンドをしなくても仕事ができるようになった。（70代女性）

水中運動を体験した人の声

　要介護状態になることを防ぎ「生涯現役」で、イキイキした心身を保つことにつながります。皆さんも水

中運動をはじめてみませんか。

注意　心臓が悪いなど治療中の病気がある人は、主治医の許可を得てください。

水の持つ
特性

❶　浮力－腰や膝関節にほとんど負荷をかけない
❷　水圧－自然な腹式呼吸と血液循環を促進する
❸　水温－同じ運動でも陸上よりエネルギーを消費できる
❹　抵抗－水の負荷は身体にとってもやさしい

村上地区　☎53－2111（内線363）

荒川地区　☎62－0095（直通）

神林地区　☎66－6111（内線121）

朝日地区　☎72－0666（直通）

山北地区　☎77－4053（直通）

お問い合わせは
各地域包括支援センターへ



2008.7.1　　16

　訪問販売などでは冷静な判断ができないままに契約

を結んでしまうことが少なくありません。そのような

場合、一定期間内は消費者が無条件で一方的に契約を

解除できるクーリング・オフ制度があります。訪問販

売や電話勧誘販売などの場合、契約（書面を受領）し

た日から８日以内に、相手に書面で通知することに

よって、無条件で契約を解除することができます。た

だし、取引の内容や要件で解除できない場合がありま

すのでお問い合わせください。

　また、クーリング・オフ期間が過ぎた場合でも消費

者契約法などで解決できる場合もあります。ご相談く

ださい。

村上市消費生活センターからのお知らせ お役立ち☆

くらしの情報①
問い合わせ：村上市消費生活センター

（市民課内　☎53－2111内線287）

こんなときご利用ください!!
　消費生活センターでは商品の購入やサービスの利用に伴う苦情相談、消費生活に関するお問い合わせなど

について情報提供や解決のためのお手伝いをしています。

�突然の自宅訪問や電話で、業者から巧妙
な勧誘をされ、冷静な判断ができないま
ま、契約を結んでしまったことはありま
せんか？

　一人で悩まず、相談してください。

　専門家（弁護士や司法書士）へ相談するこ

とが早期解決への第一歩です。

　消費生活センターでは相談窓口の紹介・専

門家への橋渡し、資料の提供などを行い、解

決のためのお手伝いをしています。

消費者金融などでお金を借り、
返済に困っている人は・・・

悪質商法の手口は、ますます巧妙に!!
だれでも被害に遭う可能性があります。

相談事例

　ひとり暮らしの母が、約１年間

に４回、除湿剤など合計約80万円
も商品を購入していた。

　訪問した複数のセールスマン

から「羽毛布団のクリーニングが

何枚でも無料でできる」などと言

われ、勧めれらたという。母は今

までに何度も訪問販売で被害に

遭っているので、これらの契約を

周りの人に話せないでいた。

ひとことアドバイス

・ 訪問販売の契約者名簿を入手

した業者が、短期間に商品を

次々に販売したものと考えら

れます。

・ 高齢者の場合、被害にあっても

誰にも相談できずに悩んでい

ることもあります。身近にいる

人は、本人に困った様子がない

か、見慣れないダンボール箱や

新しい商品がないかなどを確

認しましょう。気になったとき

は早めに消費生活センターへ

ご相談ください。発行：内閣府　見守り新鮮情報　第19号より抜すい
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「
子
宮
頸
が
ん
検
診
な
ん
て
、
男

に
は
関
係
な
い
」
な
ん
て
思
っ
て
い

る
男
性
、
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん

よ
。
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
結
婚
し
て

い
る
人
、
彼
や
彼
女
が
い
る
人
は
特

に
大
切
な
こ
と
で
す
。
今
は
彼
や
彼

女
が
い
な
く
て
も
、
こ
れ
か
ら
出
会

う
パ
ー
ト
ナ
ー
の
た
め
に
も
ぜ
ひ

知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

子
宮
頸
が
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
頸
部
に
発

生
す
る
「
子
宮
頸
が
ん
」
と
子
宮
体

部
に
発
生
す
る
「
子
宮
体
が
ん
」
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
定
期
的
に
検
診
を
受
け

て
い
れ
ば
防
げ
る
子
宮
頸
が
ん
検

診
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
で
も
っ
と

も
多
い
の
は
、
セ
ッ
ク
ス
に
よ
る
ウ

イ
ル
ス
感
染
で
す
。
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
が
セ
ッ
ク

ス
の
際
の
皮
膚
（
粘
膜
）
の
接
触
や

体
液
に
よ
っ
て
感
染
し
、
が
ん
抑
制

遺
伝
子
の
働
き
を
妨
げ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
感
染
し
て
も
大
体
の

人
は
自
然
に
治
り
ま
す
が
、
中
に
は

治
り
に
く
い
人
が
い
て
、
そ
の
中
か

ら
が
ん
を
発
症
す
る
人
が
い
ま
す
。

年
々
発
症
数
・
死
亡
者
数
と
も
に
減

少
し
て
い
る
が
ん
で
す
が
、
20
～
30

代
の
女
性
に
多
く
発
症
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
急
増
し
て
い
る

背
景
に
は
、
性
感
染
症
な
ど
の
知
識

が
ま
だ
な
い
若
い
女
性
が
セ
ッ
ク

ス
を
経
験
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。
感
染
し
て
か
ら
が
ん
が
進
行
す

る
ま
で
に
は
平
均
10
年
以
上
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、そ
の
間
、

定
期
的
に
検
診
、
必
要
が
あ
れ
ば
治

療
を
受
け
る
こ
と
で
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
性
感

染
症
自
体
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、

セ
ッ
ク
ス
の
と
き
に
は
、
か
ら
だ
を

清
潔
に
保
つ
こ
と
、
コ
ン
ド
ー
ム
を

使
用
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
っ
て
、
ど
ん

な
検
査
を
す
る
の
？

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
問
診
、
子
宮

頸
部
の
状
態
を
診
る
視
診
、
内
診
、

細
胞
診
を
し
ま
す
。
場
所
が
場
所
だ

け
に
、
検
診
を
う
け
る
こ
と
自
体
に

か
な
り
の
抵
抗
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
欧
米
で
は
セ
ッ
ク
ス
の
開
始
と

と
も
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
実
施

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
日
本
で
も
、
検
診

開
始
年
齢
が
20
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

市
で
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
検

診
は
、
集
団
（
車
）
検
診
と
施
設
検

診
が
あ
り
ま
す
。
２
年
に
１
回
の
検

診
で
、
毎
年
偶
数
年
齢
の
女
性
が
対

象
で
す
。
集
団
検
診
は
９
０
０
円
、

施
設
検
診
は
２
，
０
０
０
円
で
、
ど

ち
ら
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
集

団
検
診
は
各
地
区
に
よ
っ
て
実
施

時
期
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
地
区

の
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
施
設
検
診
は
10
～
11
月
の
予

定
で
す
。

終
わ
り
に
…

　

ま
ず
自
分
の
体
を
知
る
こ
と
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
感
染
も
含
め
て
、
性
感
染
症
予

防
の
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。「
私
は
若
い
か
ら
大
丈
夫
！
」な

●問い合わせ

村上市役所本庁　保健医療課　予防医療係　☎53－2111（内線264・265）

　　　荒川支所　地域福祉課　保健衛生係　☎62－3101（内線125・126）

　　　神林支所　地域福祉課　保健衛生係　☎66－6111（内線111・114）

　　　朝日支所　地域福祉課　保健衛生係　☎72－6887（直通）

　　　山北支所　地域福祉課　保健衛生係　☎77－3117（直通）

卵巣

子宮
子宮頸部

子宮体部

膣

進んで知りましょう！

自分のために、これからのパートナーのために…
～子宮頸がん検診は「はたち」から～

ん
て
思
い
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
早

期
発
見
す
る
こ
と
が
、
大
切
な
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず

は
検
診
を
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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知
っ
て
お
き
た
い 

　
　
　

薬
の
知
識

新
潟
県
立
坂
町
病
院

薬
剤
部　
　

立
野　

薫

　

患
者
さ
ん
が
病
院
に
お
持
ち
に

な
る
薬
を
見
る
と
、
す
ご
く
古
い
薬

や
、
い
つ
も
ら
っ
た
か
分
か
ら
な
い

薬
を
お
持
ち
に
な
る
人
が
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
宅
で
は
薬
を
ど
の

よ
う
に
管
理
し
て
い
ま
す
か
。

今
回
は
薬
の
管
理
に
つ
い
て
の
お

話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

薬
の
有
効
期
限
と
は

　

病
院
の
薬
は
い
つ
ま
で
も
効
く

も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
ま

す
が
、
薬
に
は
有
効
期
限
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
有
効
期
限
と
は
、

製
造
後
一
定
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

必
要
な
薬
の
効
果
が
な
く
な
り
、
副

作
用
が
強
く
出
た
り
す
る
よ
う
に

な
る
た
め
、
製
造
会
社
が
安
全
に
使

用
で
き
る
期
間
を
保
障
し
た
も
の

で
す
。

市
販
や
病
院
の
薬
は

　

市
販
の
か
ぜ
薬
な
ど
は
、
箱
や
瓶

な
ど
の
包
装
に
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
病
院
の
処
方
せ
ん
で
調
剤
し
て

も
ら
っ
た
薬
も
、
個
別
包
装
に
な
っ

て
い
る
ぬ
り
薬
や
目
薬
に
は
有
効

期
限
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
粉

薬
や
錠
剤
な
ど
の
薬
に
は
有
効
期

限
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
の
に

よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、
有
効
期

限
は
製
造
さ
れ
て
か
ら
２
～
３
年

と
い
う
の
が
一
般
的
で
す
。

　

流
通
過
程
で
時
間
が
経
過
す
る

た
め
、
錠
剤
の
場
合
安
全
に
使
用
で

き
る
の
は
調
剤
さ
れ
て
か
ら
１
年

程
度
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
粉
薬
や
水

薬
な
ど
で
、
製
薬
会
社
で
作
ら
れ
た

包
装
の
も
の
で
な
く
調
剤
さ
れ
た

も
の
は
、
空
気
に
触
れ
る
機
会
が
あ

る
な
ど
の
理
由
で
変
質
し
や
す
く
、

粉
薬
は
２
～
３
カ
月
、
水
薬
は
１
～

２
週
間
が
安
全
に
使
用
で
き
る
期

間
で
す
。
水
薬
で
も
水
で
薄
め
て
い

な
い
場
合
は
も
っ
と
長
い
期
間
安

全
な
の
で
、
個
々
の
薬
に
つ
い
て
薬

局
で
確
認
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

残
っ
て
い
る
薬
は

　

以
前
の
も
の
が
残
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
で
き
る
だ
け
一
緒
に
し
て

し
ま
わ
な
い
で
、
古
い
も
の
か
ら
飲

み
き
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
飲
み
残
し
の
薬
が
た
く
さ

ん
あ
る
場
合
は
、
受
診
の
際
に
そ
の

旨
を
医
師
に
話
し
て
、
処
方
数
を
調

節
し
て
も
ら
う
の
が
よ
い
で
し
ょ

う
。

保
管
方
法
で
薬
の
品
質
が
変
わ
る

　

有
効
期
限
と
は
別
に
、
保
管
状
態

に
よ
っ
て
も
薬
の
品
質
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
直
射
日
光
が
当

た
る
と
こ
ろ
や
湿
気
の
多
い
と
こ

ろ
に
長
期
間
放
置
し
た
り
、
冷
蔵
庫

に
し
ま
う
べ
き
薬
を
し
ま
わ
な
い

で
置
い
た
り
す
る
と
、
早
く
薬
の
品

質
が
劣
化
し
ま
す
。
有
効
期
限
が
表

示
し
て
あ
る
ぬ
り
薬
や
目
薬
も
、
使

い
始
め
る
と
雑
菌
が
入
る
こ
と
が

あ
る
た
め
１
カ
月
程
度
で
使
い
切

り
、
余
っ
た
も
の
は
捨
て
て
し
ま
う

の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

同
じ
症
状
で
も
、
以
前
の
薬
を

飲
ん
だ
ら
危
険

　

病
院
で
処
方
さ
れ
る
薬
は
そ
の

時
の
そ
の
患
者
さ
ん
の
症
状
に
あ

わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
師
か

ら
指
示
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
、
以

前
も
ら
っ
た
と
き
と
同
じ
症
状
で

も
以
前
の
薬
を
飲
ん
だ
り
、
ほ
か
の

人
に
分
け
与
え
た
り
す
る
こ
と
は

大
変
危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ

う
。

なるほど!健康
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岩船港　荷
にさばき

捌施設　竣工

　５月24日㈯に岩船港荷捌
施設の竣工式が行われまし
た。
　県内にある漁協の中でも
特徴あるこの施設は、室内
を適正な温度に保つことで
衛生面の向上と魚介類の鮮度保持ができます。ま
た、実際行われている競り市を、一般の人が見学
できる見学デッキが設置されているなどの特徴が
あります。
　今後はより新鮮な魚介類の提供と、見学デッキ
を活用した地元の皆さんや観光客とのふれあいの
場、後継者育成の場として地域の活性化が図られ
ます。
　岩船港支所支部長の小田政市さんは「安心、鮮
度が高い、安いをモットーに県内を広域に活動し
て多くの観光客を呼び込み、従業員一同で運営に
あたりたいです」と今後の岩船港の活性化に意欲
を表していました。

地
元
の
山
菜

　
　
　

料
理
に
舌
鼓

〜
山
菜
グ
ル
メ
の
集
い
〜

　

５
月
10
日
㈯
、今
年
で
21
回
目
と

な
る
、「
山
菜
グ
ル
メ
の
集
い
」
が

朝
日
み
ど
り
の
里
「
ま
た
ぎ
の
家
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
参
加

者
は
、
市
内
外
か
ら
31
人
で
、
メ

ニ
ュ
ー
は
、「
も
み
じ
笠
胡ご

麻ま

和あ

え
」、

「
山や

ま

う

ど

く

る

み

あ

独
活
胡
桃
和
え
」、
百
合
の
新
芽

を
使
っ
た
「
大お
お
な
る
こ
ゆ
り

鳴
子
百
合
浸
し
」、鱒ま
す

を
ふ
き
の
と
う
味
噌
に
漬
け
込
み
、

焼
魚
に
し
た「
春
鱒
蕗ふ
き

味み

噌そ

漬
け
」、

「
た
ら
の
芽
の
天
ぷ
ら
」
な
ど
、
８

種
類
の
料
理
で
す
。

　

板
長
は
毎
年
工
夫
を
凝
ら
し
、

普
段
家
庭
で
は
あ
ま
り
食
卓
に
上

ら
な
い
山
菜
や
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
調

理
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

燕
市
か
ら
訪
れ
た
大
矢
さ
ん

は
、「
ど
れ
も
初
め
て
食
べ
る
も
の

ば
か
り
だ
が
、
歯
ご
た
え
も
よ
く
、

お
い
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
材
と
し
て
使
わ
れ
た

山
菜
の
写
真
を
見
な
が
ら
食
べ
る

人
の
姿
も
あ
り
、
日
本
庭
園
を
眺

め
な
が
ら
、地
元
の
山
で
採
れ
た
料

理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

※ 

「
ま
た
ぎ
の
家
」
は
、現
在
ダ
ム

湖
に
沈
む
奥
三
面
集
落
か
ら
移

築
し
た
、
茅
葺
の
古
民
家
で
す

ご
長
寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
に
満
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
た
川
上
甚
三
郎
さ
ん
（
寺

町
）
と
中
山
直
惠
さ
ん
（
飯
野
西
）

の
長
寿
を
祝
い
、
大
滝
市
長
が
６

月
１
日
㈰
に
そ
れ
ぞ
れ
が
入
所

し
て
い
る
施
設
を
訪
問
し
、
祝
い

状
と
祝
い
金
を
贈
り
ま
し
た
。
大

滝
市
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を

か
け
る
と
、
う
ん
う
ん
と
う
な
ず

い
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
市
内
で
満
１
０
０
歳

を
迎
え
る
人
は
16
人
。
市
長
が
誕

生
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
を
訪

問
し
、
祝
い
状
と
祝
い
金
を
贈
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

強く　柔らかく　～伝統工芸に挑戦～

　６月４日㈬、人と文化に
ふれあうことを目的とし
て、新潟大学付属新潟小学
校の５年生約80人が総合学
習の一環で村上市を訪れま
した。
　ふれあいの場として、村上で長く受け継がれて
きた伝統工芸「村上木彫堆朱」の彫りを体験して
もらおうと、村上地区公民館で村上堆朱事業協同
組合の主催で体験教室が行われました。
　「ウラジロ」と呼ばれる村上独自の彫刻刀を使用
し、ツバキが描かれた急須台を「薬研彫り」とい
う彫り方で彫り込んでいくのですが、児童たちの
表情は真剣そのもの。彫り終えた児童は「彫ると
きの力の加減が難しかったけど、うまく加減して
柔らかく彫ることができた」と満足げに話してい
ました。
　急須台は今後、職人さんによって仕上げられ、小
学校に納品されます。また、完成品は、秋に開催
される同校の文化祭で展示される予定です。
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地区だより　あらかわ　　荒川支所（☎62－3101　代表）

小
学
校
大
運
動
会６月

１
日
㈰

　

５
月
23
日
㈮
、
坂
町
駅
前
街
灯

組
合
の
解
散
に
伴
う
余
剰
金

10
万
円
を
市
に
寄
付
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

５
月
19
日
㈪
に
保
内
小
学
校

の
５
年
生
、
５
月
21
日
㈬
に
金
屋

小
学
校
の
全
校
児
童
が
農
業
体

験
学
習
の
一
環
と
し
て
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
一
歩
は
怖
が
っ
て
い

ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
ス
イ

ス
イ
と
動
き
、
田
植
え
を
し
ま
し

た
。
中
に
は
足
を
取
ら
れ
、
お
し

り
を
つ
い
て
し
ま
う
な
ど
の
光

景
も
ち
ら
ほ
ら
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
方
に
全
員
で
お
礼
を
言
い
ま

し
た
。

農
業
体
験
学
習

金屋っ子
（金屋小学校）

保内っ子
（保内小学校）

※ 写真のみの紹介とさせて
いただきました

保内小学校の様子（上）
金屋小学校の様子（左）

　

３
月
１
日
㈯
か
ら
３
日
間
、
ア

メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た

第
32
回
世
界
理
容
美
容
技
術
選

手
権
大
会
に
日
本
理
容
代
表
シ
ニ

ア
チ
ー
ム
（
４
人
）
の
一
員
と
し

て
参
加
し
、
み
ご
と
団
体
総
合
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
近
和
徳
さ

ん
（
藤
沢
）
が
知
事
を
表
敬
訪
問
。

　

知
事
は
「
技
術
者
の
養
成
は
県

と
し
て
も
支
援
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

日
本
勢
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
は

日
本
で
の
開
催
以
来
16
年
ぶ
り

と
の
こ
と
で
す
。

世
界
大
会
で
金
メ
ダ
ル

県知事と並ぶ近和徳さん（中央左）

荒川　あゆ釣り解禁！
時　期：７月５日㈯～９月30日㈫
釣　券：１年券8,000円　１日券2,000円
※ 釣券を購入せずに釣りをした場合は、各釣券

に2,000円をプラスして購入していただくこ
とになります

問い合わせ　荒川漁業協同組合
☎62－1163

村上市あらかわ大祭

飛び入り参加大歓迎！

８月１日㈮　大民謡流し
と　き：午後７時～９時
ところ：JR坂町駅前中央線
　　　　（一部車両通行止の箇所あり）

今年も！尺玉 100連発

８月２日㈯　大花火大会
と　き：午後８時～９時（雨天順延）
ところ：荒川河川敷（大津字川原地内）

問い合わせ
荒川支所産業課観光商工係
☎62－3101（内線 212）
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郵
便
局
に
勤
務
し
て
い
る
佐
藤

又
広
さ
ん
（
塩
谷
）
は
、
主
に
配

達
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
職
業
柄
、

車
な
ど
の
運
転
前
に
は
安
全
確
認

を
欠
か
さ
な
い
そ
う
で
す
。
こ
の

た
び
そ
の
甲か

斐い

も
あ
っ
て
、
新
潟

県
警
察
本
部
長
か
ら
30
年
無
事
故

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
め

　

お
幕
場
茶
会
が
５
月
25
日
㈰

パ
ル
パ
ー
ク
神
林
総
合
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
茶
会
は
、
お
幕
場
が
か
つ

て
の
村
上
藩
の
殿
様
や
奥
方
が

遊
行
の
場
と
し
て
い
た
こ
と
に

由
来
し
、
毎
年
、
白
砂
青
松
と
新

緑
が
最
も
映
え
る
時
期
で
あ
る

５
月
に
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
21

回
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
天
の
た
め
体
育
館

内
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
新

発
田
市
か
ら
参
加
し
た
人
は
「
あ

い
に
く
の
雨
で
す
が
、
毎
年
こ
の

お
幕
場
茶
会

お
茶
会
を
楽
し
み

に

し

て

い

ま

し

た
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

茶
会
で
は
、
表
千

家
流
の
有
和
会
と

松
実
会
、
石
州
流
の

清
和
会
と
青
松
会

が
茶
席
を
設
け
、
抹

茶
と
茶
菓
子
で
お

客
を
も
て
な
し
ま

し
た
。
市
内
外
か
ら

延
べ
約
９
０
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

運
転
前
の
安
全
確
認
を
忘
れ
ず
に

　

村
上
市
消
防
団
神
林
方
面
隊

の
春
季
演
習
が
、
５
月
25
日
㈰
に

パ
ル
パ
ー
ク
神
林
で
行
わ
れ
、
有

明
消
防
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

有
明
消
防
団
は
、
26
歳
か
ら
32

歳
ま
で
の
20
人
で
職
業
も
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　

競
技
会
に
向
け
、
ま
だ
雪
の
残

有
明
消
防
団

強
さ
の
秘
訣
は

る
３
月
か
ら
練
習
を
始
め
ま
し

た
。
大
会
に
出
場
す
る
選
手
全
員

が
そ
ろ
う
日
は
ま
れ
で
、
ほ
か
の

団
員
が
選
手
の
代
わ
り
に
な
り

な
が
ら
練
習
し
ま
し
た
。
お
お
か

た
の
消
防
団
が
練
習
を
開
始
す

る
５
月
に
は
、
す
で
に
一
通
り
の

ポ
ン
プ
操
作
の
流
れ
は
終
わ
り
、

細
か
な
操
作
の
確
認
を
行
う
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
過
去
同
競
技

会
で
の
最
高
順
位
は
平
成
12
年

の
県
大
会
準
優
勝
で
す
。

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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お
そ
る
田
ん
ぼ
に
素
足
を
入
れ
、
泥

ん
こ
に
な
り
な
が
ら
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
苗
を
お
よ
そ
５
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
の
水
田
に
45
分
ほ
ど
で
植
え

付
け
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
稲
刈
り
を
行
い
、
収
穫

祭
を
予
定

し
て
い
ま

す
。

地区だより　あさひ　　朝日支所（☎72－0111　代表）

大
場
沢
の
歴
史
を

守
り
、伝
え
る

～「
大
葉
澤
城
跡
保
存
会
」発
足
～

　

「
大
葉
澤
城
跡
」
は
、
戦
国
時
代

の
本
庄
氏
、
式
部
氏
と
な
ら
び
、
岩

船
地
方
の
豪
族
と
し
て
強
大
な
力

を
持
っ
た
鮎
川
氏
の
本
城
と
伝
え

ら
れ
、
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る

「
畝う
ね

形が
た

阻そ

塞か
ん

群ぐ
ん

」（
連
続
縦
掘
）
は
全

国
で
も
珍
し
く
、
平
成
８
年
に
県
の

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

鮎
川
氏
は
家
臣
二
百
数
十
人
を

引
き
連
れ
、
山
形
県
川
西
町
に
移
住

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
場
沢
集
落
で
は
、
こ
れ
ら
の
歴

史
を
つ
づ
っ
た
「
大
葉
澤
誌
」
を
平

成
18
年
に
発
刊
す
る
な
ど
、
古
い
歴

史
と
伝
統
を
語
り
継
ぐ
た
め
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
県
内
１
０
０
カ
所
で

行
わ
れ
た
「
に
い
が
た
狼の
ろ
し煙
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
「
鮎
川
狼
煙
上
げ
」

と
し
て
参
加
し
、
山
城
か
ら
見
事
に

上
が
っ
た
煙
で
大
葉
澤
城
跡
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
に
は
、
30
人
で
山
形
県

川
西
町
玉
庭
地
区
を
訪
れ
、
子
孫
た

ち
と
４
０
０
年
ぶ
り
に
対
面
を
果

た
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

同
集
落
で
は
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
貴
重
な
歴

史
遺
産
を
保
存
し
、
後
世
に
残
そ
う

と
、
今
年
４
月
「
大
葉
澤
城
跡
保
存

会
」（
会
長 

貝
沼
栄
松
）
を
正
式
に

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

５
月
３
日
㈯
に
は
、
同
会
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
鮎
川
摂
津
守
清
長

公
の
活
躍
を
声
援
す
る
た
め
「
米
沢

上
杉
ま
つ
り
」
へ
、
45
人
で
観
戦
に

行
き
ま
し
た

　

数
万
人
の
観
衆
の
中
で
も
、「
大
葉

澤
城
跡
保
存
会
」
と
「
鮎
川
摂
津
守

清
長
」
の
２
本
の
幟
の
ぼ
り
は
衆
目
を
集
め
、

上
杉
景
勝
役
の
鎧
よ
ろ
い
と
兜
か
ぶ
と
を
身
に
着

け
た
米
沢
市
長
が
、
大
場
沢
の
声
援

席
ま
で
足
を
運
び
激
励
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
観
光
客
な
ど
が
城
跡
に

入
り
や
す
い
道
を
整
備
し
た
り
、
構

築
物
（
畝
形
阻
塞
群
等
）
の
保
存
状

態
を
守
る
た
め
の
手
入
れ
な
ど
、
大

場
沢
の
歴
史
を
次
の
世
代
へ
継
承

し
て
い
く
土
台
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

あ
ざ
や
か
に 

さ
わ
や
か
に 

ひ
か
り
輝
く
た
め
に

～
朝
日
長
寿
大
学
開
講
式
～

　

５
月
14
日
㈬
、
第
32
期
朝
日
長
寿

大
学
開
講
式
が
総
合
文
化
会
館
で

行
わ
れ
、「
あ
ざ
や
か
に　

さ
わ
や

か
に　

ひ
か
り
輝
く　

大
学
生
」
を

小
学
生
が田

植
え
か
ら
学
ぶ

～
塩
野
町
小
学
校
～

　

５
月
16
日
㈮
、
塩
野
町
小
学
校
５

年
生
24
人
（
男
子
10
人
・
女
子
14
人
）

が
、
小
須
戸
地
内
の
田
ん
ぼ
で
、
田

植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
科
の
「
米
作
り
」

と
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
も
の
を
食

べ
る
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
総
合

学
習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

地
元
の
農
家
か
ら
植
え
方
の
説

明
を
受
け
た
児
童
た
ち
は
、
お
そ
る

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

～
緑
の
羽
根
共
同
募
金
～

　

小
川
小
学
校
、
猿
沢
小
学
校
、
塩

野
町
小
学
校
、
朝
日
み
ど
り
小
学
校

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
の
児
童
代

表
が
、「
緑
の
羽
根
共
同
募
金
」
を

手
に
朝
日
支
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

支
所
長
は
、「
新
潟
県
の
緑
化
活

動
の
た
め
に
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。」
と
受
け
取
り
ま
し

た
。

　

こ
の
募
金
は
緑
化
事
業
や
森
林

の
保
護
活
動
な
ど
の
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。

「米沢上杉まつり」にて

学
習
目
標
に
、
３
６
７
人
（
男
性
56

人
・
女
性
３
１
１
人
）
の
元
気
な
学

生
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
学
生
を
代
表
し
て
中
山

ト
キ
子
さ
ん
（
大
須
戸
）
か
ら
、「
毎

月
の
登
校
日
を
心
待
ち
に
し
、
交
友

と
共
に
明
る
く
健
康
な
長
寿
大
学

生
に
な
り
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
記
念
講
演
と
し

て
、
阿
賀
野
市
の
住
職
、
渡
辺
豊
氏

に
よ
る
指
人
形
劇
講
話
が
行
わ
れ
、

学
生
な
ど
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

同
大
学
で
は
、
毎
月
の
学
習
会
の

ほ
か
、
奉
仕
活
動
、
修
学
旅
行
な
ど

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
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地区だより　さんぽく　　山北支所（☎77－3111　代表）

　

わ
き
水
と
良
質
な
土
壌
で
、
お
い

し
い
米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

大
毎
集
落
で
、
農
家
組
合
が
主
催
し

て
い
る
「
田
植
え
ツ
ア
ー
」
が
、
５

月
18
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
市
近
郊
か
ら
訪
れ
た
参
加
者

は
、
澄
ん
だ
青
空
の
も
と
、
里
山
の
棚

田
で
一
株
ひ
と
か
ぶ
丁
寧
に
植
え
付

け
し
ま
し
た
。
苗
が
な
く
な
る
と「
苗

ち
ょ
う
だ
い
」
と
声
を
か
け
、地
元
の

人
か
ら
「
い
ぐ
ぞ
」
と
苗
を
投
げ
て
も

ら
う
、
昔
な
が
ら
の
光
景
が
よ
み
が

え
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
た
後
は
、
鰈
か
れ
い
ざ
ん山
清
水
の
東
屋
脇

で
山
菜
料
理
な
ど
を
囲
ん
だ
交
流
会

が
催
さ
れ
、
和
や
か
に
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
同
月
27
日
㈫
に
は
、
ラ

吉
祥
と
清
水
の
里「
大
毎
」で
田

植
え
ツ
ア
ー
～
大
倉
修
吾
さ

ん
、朝
日
奈
希
さ
ん
も
体
験
～

ジ
オ
の
人
気
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の

大
倉
修
吾
さ
ん
と
演
歌
歌
手
の
朝

日
奈
希
さ
ん
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

田
植
え
に
訪
れ
、「
大
倉
修
吾
の
湧

水
田
」
と
名
づ
け
た
田
に
手
植
え
と

機
械
植
え
を
体
験
。

　

昼
食
を
か
ね
た
交
流
会
で
は
、
山

菜
料
理
が
所
狭
し
と
並
ぶ
中
、
大
倉

さ
ん
、
朝
日
奈
さ
ん
の
歌
が
飛
び
出

す
う
れ
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
。「
秋

に
は
必
ず
稲
刈
り
に
来
る
さ
げ
の
」

と
大
倉
さ
ん
か
ら
約
束
の
言
葉
も

い
た
だ
き
、
に
ぎ
や
か
な
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

同
集
落
で
は
、
今
後
、
秋
の
稲
刈

り
ツ
ア
ー
、
収
穫
祭
、
そ
し
て
新
潟

市
内
で
の
物
産
市
の
開
催
な
ど
、
更

な
る
交
流
の
拡
大
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
医
療
と

福
祉
、
そ
し
て
自
ら
の
健
康
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
山
北
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
や
山
北
徳

洲
会
病
院
な
ど
が
共
催
し
、「
福
祉

と
健
康
の
ま
つ
り
」
が
、
６
月
８
日

㈰
、
ゆ
り
花
会
館
お
よ
び
山
北
徳
洲

会
病
院
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
演
芸
、
福
祉
リ
サ
イ
ク
ル
バ

ザ
ー
、
各
種
屋
台
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
、
救
命
救
急
講
習
会
な
ど

の
多
彩
な
企
画
が
催
さ
れ
、
大
勢
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
13
回
目
を
迎
え
た
主
催

心
ふ
れ
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

「
福
祉
と
健
康
の
ま
つ
り
」

者
は
、
助
け
合
い
と
心
ふ
れ
あ
う
地

域
づ
く
り
を
、
県
北
の
地
か
ら
今
後

も
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
㈰
、
村
上
市
消
防
団
山

北
方
面
隊
の
総
合
演
習
が
開
催
さ

れ
、
規
律
訓
練
や
操
法
競
技
会
、
放

水
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

人
の
消
防
団
員
に
ま
じ
り
、
山
北
地

区
内
の
保
育
園
児
の
「
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
員
」
も
演
習
に
参
加
。

　

放
水
訓
練
で
は
軽
可
搬
ポ
ン
プ

か
ら
交
代
で
勢
い
よ
く
放
水
、
分
列

行
進
で
は
団
員
の
先
頭
を
き
っ
て

～
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
～

「
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
」

元
気
よ
く
行
進
し
、「
火
の
用
心
」
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
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意
し
て
お
り
、

年
齢
を
問
わ

ず
み
ん
な
で

楽
し
く
遊
ん

で
い
ま
す
。

　

仕
事
帰
り

や
晩
ご
は
ん

の
前
に
ひ
と

汗
か
い
て
、
運
動
習
慣
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

※
会
員
は
無
料
、
一
般　

１
０
０
円

女
性
限
定
！
ハ
ピ
ハ
ピ
く
ら
ぶ

　

骨
盤
矯
正
ス
ト

レ
ッ
チ
や
ダ
ン
ベ
ル

体
操
で
身
体
を
き
れ

い
に
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

託
児
も
で
き
ま
す
の
で
、
育
児
中

の
人
も
気
分
転
換
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と　

き　

７
月
３
日
㈭
・
17
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　

（
瀬
波
小
学
校
と
な
り
）

参
加
費　

１
回　

５
０
０
円

　
　
　

※
託
児
料
別
途
（
１
～
３
歳
）

申
し
込
み　

開
催
日
の
２
日
前
ま
で

エ
ン
ジ
ョ
イ
！エア

ロ
ビ
ッ
ク〈
７
回
〉

　

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
楽
し
く

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
。

　

体
を
動
か
し
、
汗
を
し
っ
か
り
か

い
て
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や
メ
タ
ボ
予

防
に
。

と　

き　

７
月
２
日
～
９
月
３
日

介
護
予
防
教
室
始
ま
る

　

昨
年
に
引
き
続
き
５
月
か
ら
村
上

地
区
10
会
場
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
１
９
２
人
も
の
申
し
込
み
が
あ

り
、
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え

ま
す
。
介
護
を
受
け
ず
元
気
で
過
ご

す
た
め
に
は
、
予
防
、
運
動
が
重
要

で
す
。
運
動
も
み
ん
な
で
や
れ
ば
楽

し
く
続
け
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

ゴ
ル
フ
教
室
も
盛
況
で
す

　

毎
週
月
曜
日
の
夜
と
金
曜
日
の
昼

に
荒
川
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
レ
ッ
ス
ン

を
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
約
30
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
コ
ー
ス
体
験
も
教
室
内
で

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

途
中
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　

※
１
回
参
加　

１
，
０
０
０
円

ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

簡
単
・
便
利
な「
常
備
菜
」に
挑
戦

　

毎
回
、
定
員
オ
ー
バ
ー
に
な
る
ほ

ど
の
人
気
教

室
で
す
。

　

５
月
29
日

㈭
に
は
、
あ

る
と
便
利
な

常
備
菜
を
作

り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
の

ひ
と
手
間
で

お
い
し
い
お
か
ず
が
で
き
ま
し
た
。

毎
週
水
曜
の
夕
方
は
み
ん
な
で

フ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日
！

　

村
上
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
を
自
由

開
放
し
て
い
ま
す
。

　

卓
球
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
も
用

　
　
　
　

ま
で
の
毎
週
水
曜
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
45
分

と
こ
ろ　

村
上
体
育
館

参
加
費　

会
員　

１
，
５
０
０
円

　
　
　
　

一
般　

３
，
０
０
０
円 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
登
山
ツ
ア
ー

日
帰
り
温
泉
付
き

○
月
山
・
山
形
県　

７
月
13
日
㈰

　
　

出
発　

午
前
５
時
30
分

○
天
元
台
、
東
大
巓て
ん

・
山
形
県

　

７
月
27
日
㈰

　
　

出
発　

午
前
６
時

※
両
日
、
集
合
場
所
は
村
上
体
育
館

※
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で

米
沢
街
道
十
三
峠

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
最
終
回
）

　

昨
年
秋
か
ら
、
関
川
の
下
関
か
ら

米
沢
街
道
を
歩
い
て
き
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
最
終
地
点
の
米
沢
市
内

を
歩
き
ま
す
。

と　

き　

７
月
18
日
㈮

　
　
　

※
予
備
日　

７
月
22
日
㈫

出　

発　

午
前
７
時　

村
上
体
育
館

参
加
費　

会
員　

３
，
０
０
０
円

夏
休
み
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク

　

学
校
の
体
育
と
は
ち
ょ
っ
と
違

う
、
楽
し
い
運
動
タ
イ
ム
！
新
し
い

お
友
達
も
つ
く
ろ
う
。

と　

き
︿
全
４
回
﹀

　
　
　
　

 

８
月
５
日
㈫
・
７
日
㈭
・

19
日
㈫
・
22
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ　

村
上
体
育
館

対　

象　

小
学
１
～
３
年
生

参
加
費　

 

５
０
０
円
（
鮭
っ
子
ク
ラ

ブ
共
通
）

運
動
能
力
向
上
に
効
果
あ
り
！

Ｓ
Ａ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　

Ｓ
Ａ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
シ
ニ
ア

層
に
は
転
倒
予
防
や
脳
の
活
性
化
、
子
ど

も
た
ち
に
は
運

動
能
力
の
向
上

に
効
果
的
な
基

礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
す
。

︿
シ
ニ
ア
の
部
﹀

　

８
月
８
日
㈮

　

○
村
上
体
育
館

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

○
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

参
加
費　

３
０
０
円

　

※ 

介
護
予
防
の
関
係
者
も
ご
参
加

く
だ
さ
い

︿
小
学
生
の
部
﹀
８
月
９
日
㈯

　

と
こ
ろ　

村
上
体
育
館

　

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

参
加
費　

３
０
０
円

︿
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
・
一
般
の
部
﹀

　

８
月
８
日
㈮

　

と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

時　

間　

 

午
後
７
時
30
分
～
９
時

　

参
加
費

　

１
，
０
０
０
円
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出
張
！
神
納
東
小
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

〜
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
と
ペ
タ
ン
ク
〜

　

５
月
15
日
㈭
に
神
納
東
小
学
校
１

年
生
の
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

と
ペ
タ
ン
ク
の
指
導
を
行
い
親
子
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

※ 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
出
張
指

導
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
声

掛
け
く
だ
さ
い

問い合わせ　村上市九日市501番地

　　　　　　神林総合体育館内

☎／ FAX　66－8119
HP　http://www.kirara-kamihayashi.jp

かみはやし総合スポーツクラブ

日
光
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

ツ
ー
リ
ン
グ

　

５
月
18
日
㈰
快
晴
の
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
街
道
を
気
持
ち
よ
く
走
っ
て
き
ま

し
た
。

き
ら
ら
楽
々
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

６
月
１
日
㈰
、
希
楽
々
ゴ
ル
フ

サ
ー
ク
ル
主
催
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

日
本
海
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催

さ
れ
、
22
人
の
参
加
者
が
「
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
！
」
し
て
き
ま
し
た
。

六
十
里
越
街
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

６
月
１
日
㈰
、
ま
だ
雪
の
解
け
て

い
な
い
街

道
を
37
人

の
皆
さ
ん

で

歩

き
、

い
い
汗
を

流
し
ま
し

た
。

☆
８
月
か
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
☆

と　

き
・
初
心
者
ス
ポ
レ
ッ
ク
教
室

　
　
　
　

８
月
の
毎
週
火
曜
日

　
　
　

・
初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
　
　
　

８
～
10
月
の
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
15
分
～

　
　
　

※ 

８
月
15
日
・
22
日
・
10
月

31
日
は
休
み

と
こ
ろ　

パ
ル
パ
ー
ク
神
林

対　

象　

小
学
生
以
上

リ
ズ
ム
体
操
を
楽
し
も
う
！

と　

き　

７
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
受
け
付
け

と
こ
ろ　

神
納
東
小
学
校
体
育
館

対　

象　

就
園
児
の
親
子

参
加
費　

園
児
一
人
に
つ
き

　
　
　
　

会　

員　

５
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員　

８
０
０
円

そ
ば
打
ち
＆
食
べ
比
べ
し
ま
し
ょ
。

と　

き　

７
月
12
日
㈯

と
こ
ろ　

 

神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対　

象　

ど
な
た
で
も

参
加
費　

会　

員　

６
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員　

７
０
０
円

希
楽
々
カ
ッ
プ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

パ
ル
パ
ー
ク
芝
生
公
園
で
開
催
し

ま
す
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
目
指
し
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

と　

き　

７
月
13
日
㈰

参
加
費　

会　

員　
　

５
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員
１
，
０
０
０
円

希
楽
々
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
は
…

山
形
道
の
駅
一
周
ツ
ー
リ
ン
グ

と　

き　

７
月
20
日
㈰

行　

先　

山
形
方
面

栃
尾
油
揚
＆
湯
之
谷
温
泉
ツ
ー
リ
ン
グ

と　

き　

８
月
３
日
㈰

行　

先　

栃
尾
・
湯
之
谷
方
面

ち
い
さ
な
お
花
で

心
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

野
の
花
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

と　

き　

 

７
月
７
日
㈪
・
８
月
４
日

㈪
・
９
月
１
日
㈪
の
午
後

１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

 

パ
ル
パ
ー
ク
神
林

　
　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

参
加
費　

会　

員　

６
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員　

７
０
０
円

希
楽
々
カ
ッ
プ　

〜
真
夏
の
陣
〜

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と　

き　

８
月
３
日
㈰

と
こ
ろ　

 

パ
ル
パ
ー
ク
神
林

　
　
　
　

ア
リ
ー
ナ

参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０
円

★
ラ
イ
ス
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
★

き
ら
ら
塾
第
５
弾
！

「
泥
ん
こ
ド
ッ
ヂ
で
ど
っ
ち
が
勝
つ
の
？
」

　

山
北
地
区
児
童
と
田
ん
ぼ
で
泥
ん

こ
ド
ッ
ヂ
や
泥
ん
こ
フ
ラ
ッ
グ
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

と　

き　

８
月
３
日
㈰

と
こ
ろ　

神
林
地
区
減
反
田
ん
ぼ

※
き
ら
ら
塾
は
途
中
か
ら
の
登
録
も

可
能
で
す

ひ
よ
こ
の
教
室
は

水
遊
び
を
楽
し
も
う
！

と　

き　

８
月
４
日
㈪

と
こ
ろ　

パ
ル
パ
ー
ク
神
林　

プ
ー
ル

対　

象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

※ 

午
前
10
時
に
パ
ル
パ
ー
ク
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い

花
火
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　

海
辺
で
花
火
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

満
喫
し
ま
し
ょ
う
！

と　

き　

８
月
９
日
㈯

と
こ
ろ　

塩
谷
の
浜

対　

象　

ど
な
た
で
も

参
加
費　

会　

員
１
，
５
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生　

５
０
０
円

ナ
イ
タ
ー
ス
ポ
レ
ッ
ク
リ
ー
グ

と　

き　

 

７
月
３
日
～
31
日
ま
で
の

毎
週
木
曜
日
（
全
５
回
）

　
　
　
　

午
後
７
時
15
分
～

と
こ
ろ　

パ
ル
パ
ー
ク
神
林

※
途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す

早
朝
ス
・
ラ
イ
ス
ゴ
ル
フ

と　

き　

７
・
８
月
の
毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
前
５
時
～
７
時

と
こ
ろ　

市
営
あ
ら
か
わ
ゴ
ル
フ
場

８
月
17
日
㈰

き
ら
ら
カ
ラ
オ
ケ
大
会
開
催
し
ま
す

乞
う
ご
期
待
！

女性のライダーも入会しました！
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区
村上地区

隼都（はやと）	 中　村　洋　航	 八日市
千明（ちあき）	 藤　井　政　明	 松原町一丁目
心花（ここな）	 新　垣　　　豊	 山辺里
皐月（さつき）	 野　村　直　哉	 上片町
千駿（ちはや）	 淺　沼　　　功	 緑町二丁目
華恋（かれん）	 成　田　恵　介	 山辺里
有妃（うき）	 伴　田　　　充	 飯野二丁目
美優（みゆう）	 瀬　賀　智　之	 菅沼
凜翔（りと）	 大　串　貴　敏	 岩船岸見寺町
絢平（じゅんぺい）	 増　田　克　広	 山居町二丁目
瑠奈（るな）	 海　田　良　晴	 田端町
幸史朗（こうしろう）	 井　上　幸　信	 松山

山北地区

優喜乃（ゆきの）	 小　田　　　修	 荒川口
真央（まお）	 大　滝　秀　一	 北中

氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区
荒川地区

実花（でぃな）	 髙　橋　圭　三	 藤沢
春介（しゅんすけ）	 井　上　政　和	 坂町
美桜（みお）	 平　野　敦　司	 金屋

神林地区

芽生（めい）	 竹　内　　　隆	 小岩内
心美（ここみ）	 佐　藤　　　忍	 松沢
夢愛（ゆめあ）	 小　池　龍　哉	 葛籠山

朝日地区

早也夏（さやか）	 髙　橋　賢　俊	 上野
遥花（はるか）	 佐　藤　秀　樹	 茎太
歩希（ほまれ）	 玉　木　善　行	 宮ノ下
颯護（そうご）	 鈴　木　宏　幸	 中原

●おくやみ
氏名	 年齢	 行政区
村上地区

吉　田　　　肇	 39	 上町
山　脇　康　平	 80	 山居町二丁目
伊　藤　照　美	 71	 飯野桜ヶ丘
紋　間　竹次郎	 91	 新町
伊　藤　タマヨ	 92	 緑町四丁目
工　藤　正　栄	 60	 八日市
伊與部　勝　美	 59	 瀬波上町
大　島　ユ　リ	 81	 二之町
佐　藤　セ　ツ	 75	 飯野一丁目
大　滝　　　誠	 83	 西興屋
佐　藤　　　勉	 67	 柏尾
佐　藤　芳　子	 74	 柏尾
髙　野　　　修	 36	 緑町二丁目
山　崎　聖　子	 45	 緑町二丁目
小　野　ト　ヨ	 87	 坪根
山　際　一　蔵	 83	 上片町

氏名	 年齢	 行政区
神林地区

小　野　チイ子	 67	 南田中
八藤後　　　石	 71	 上助渕
平　山　キ　ヨ	 99	 七湊
横　山　悦　子	 86	 下助渕
朝日地区

板　垣　壽美江	 80	 高根
長　浜　ハルコ	 86	 高根
宇　鉄　伊佐男	 65	 北大平
中　山　弥三郎	 77	 大須戸
板　垣　孫　喜	 92	 岩沢
佐　野　　　緑	 62	 石住
長谷川　善　一	 75	 朝日中野
本　間　正　則	 52	 布部
佐　藤　　　勉	 74	 関口
阿　部　義　一	 89	 釜杭
髙　橋　エワ子	 72	 猿沢
佐　藤　ツ　ヤ	 88	 古渡路
川　村　カ　メ	 92	 川端

氏名	 年齢	 行政区
荒川地区

金　子　　　久	 67	 佐々木
江　端　シヅエ	 82	 金屋
金　子　勝　広	 40	 佐々木
近　藤　ヨ　シ	 73	 金屋
髙　橋　レ　イ	 93	 名割
近　藤　清　次	 82	 坂町
齋　藤　長一郎	 90	 坂町
須　貝　セ　ツ	 72	 大津
石　井　フミイ	 88	 荒屋
山北地区

平　方　俊　雄	 77	 岩石
斎　藤　トキヨ	 87	 北黒川
富　樫　キミヱ	 97	 勝木
平　方　ス　ミ	 79	 中浜
菅　原　正　治	 86	 間瀬
富　樫　タ　キ	 99	 堀ノ内
加　藤　　　勇	 75	 勝木
板　垣　イ　ヨ	 87	 府屋学校町
菅　原　フ　ミ	 98	 中継

※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

※５月11日から６月10日までの届出です。（敬称略）

人口と世帯数（6月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä33,492人（△22）　Å36,424人（△15）　 計 69,916人（△37）　    22,800世帯（5）
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村
上
市
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

情
報
ひ
ろ
ば

☎
53
│

７
５
１
１

情
報
セ
ン
タ
ー

夏
ま
つ
り

８
月
２
日
㈯
～
17
日
㈰

情
報
セ
ン
タ
ー
映
画
週
間

　

５
日
間
毎
日
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
６
日
㈬
～
10
日
㈰

　
　
　
　

︻
子
ど
も
向
け
ア
ニ
メ
︼

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
～
（
土
・

日
曜
日
は
午
後
１
時
～
）

　
　
　
　

︻
大
人
向
け
（
自
然
）︼

　
　
　
　

 

午
後
３
時
～
（
土
・
日
曜

日
は
午
後
２
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

１
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

定　

員　

各
回
と
も
先
着
２
０
０
人

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
の
が
た
り
シ
ア
タ
ー

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
ゆ
っ
た
り
。

キ
レ
イ
な
映
像
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

と　

き　

８
月
５
日
㈫
～
８
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　

１
階
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

入
場
料　

無
料

定　

員　

各
回
と
も
先
着
80
人

特
別
開
館
デ
ー
企
画

お
は
な
し
レ
ス
ト
ラ
ン

　

図
書
館
で
お
は
な
し
を
聞
こ
う
。

と　

き　

８
月
８
日
㈮

　
　
　
　

①
午
前
11
時
30
分
～

　
　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト

親
子
星
座
観
察
会

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
座
の
勉
強

を
し
た
後
に
、
ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
神
林

の
大
き
な
望
遠
鏡
で
星
を
見
よ
う
！

と　

き　

①
７
月
25
日
㈮

　
　
　
　

②
８
月
２
日
㈯

　
　
　
　

③
８
月
８
日
㈮

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

と
こ
ろ　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
お
よ
び

　
　
　
　

ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
神
林

定　

員　

各
回
と
も
先
着
20
人

参
加
費　

大
人　

４
０
０
円

　
　
　
　

小
人　

２
５
０
円

申
し
込
み　

７
月
15
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～

※ 

荒
天
の
場
合
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
実
施
し
ま
す

中
高
生
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

中
央
図
書
館
で
、
読
み
聞
か
せ
、

本
の
修
理
、
本
の
配
架
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

夏
ま
つ
り
開
催
中
随
時

定　

員　

10
人

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

７
月
23
日
㈬
～

※ 

事
前
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す

低
温
の
科
学
〜
液
体
窒
素
の
不
思
議

　

バ
ナ
ナ
で
ク
ギ
を
打
つ
！
な
ど
、

液
体
窒
素
を
使
っ
た
お
も
し
ろ
実

験
で
お
も
し
ろ
体
験
し
よ
う
！

と　

き　

８
月
２
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

２
階
理
科
室

定　

員　

20
人

申
し
込
み

　

７
月
23
日
㈬
～

小
学
生
の
た
め
の
製
本
講
座

　

夏
休
み
の
思
い
出
を
絵
本
に
し

よ
う
。

と　

き　

８
月
２
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階
会
議
室

定　

員　

小
学
４
年
生
以
上　

10
人

申
し
込
み　

７
月
23
日
㈬
～

◆�

８
月
の
パ
ソ
コ
ン
研
修
の
お
知
ら

せ
は
７
月
15
日
発
行
の
お
知
ら
せ

版
で
案
内
し
ま
す
。

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

 【中央図書館】火 曜 日　15：30 ～　土曜日　11：00 ～

よみきかせのある日 【朝日図書館】第４土曜日　10：00 ～

� 【荒川図書室】第３土曜日　10：00 ～（４・８・３月を除く）

荒川図書室・神林図書室・山北図書室には、「中央

図書館コーナー」があります。新年度に本の入れ

替えをしましたのでどうぞご利用ください。

◆…一般書、○…児童書

【中央図書館新着図書】

◆運慶の謎（山野貞子）

◆切羽へ（井上荒野）

◆銀河不動産の超越（森博嗣）

◆千両花嫁　（山本兼一）

◆人魚を食べた女（山崎洋子）

◆きものサロン '08　夏号

◆自立農力　　（尾崎零）

◆旅のもてなしプロデューサー　技編

◆アフガンの男 上・下巻（フレデリック・フォーサイス）

◆神様からの贈り物里親土井ホームの子どもたち

　（土井高徳）

○メジルシ（草野たき）

○きのうの少年（小森真弓）

○ゆうこのキャベツぼうし（やまわきゆりこ）

○ピーのおはなし　（きもとももこ）

○おしり（三浦太郎）
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平
成
の
名
水
百
選
に
山
北
地
区
（
大
毎
）
の

「
吉
祥
清
水
」が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細

記
事
は
12
ペ
ー
ジ
）

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
　先日、山北地区大毎集落の吉祥清水に出

掛けて来ました。水飲み場はきれいに清掃

されており、集落の方々が大切に管理され

ている様子が伺えました。清水を飲んだ息

子が「味が違っておいしい」の一言。持参し

たペットボトルに水を入れ、ほくほく顔で

帰ってきました。新市の各地域には、まだま

だおいしい清水があるそうなので、マイボ

トル持参で出掛けてみようと思います。○ひ

大毎集落

至山形

大毎川

大毎トンネル

至新潟

吉祥清水 満願寺

大毎集落
開発センター

獅
子
踊
り

　

荒
川
地
区
の
ほ
か
、神
林
地
区
、胎
内
市
の
一
部
で

も
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
の
踊
り
は
、上
・
下
鍜
冶
屋
集

落
で
演
じ
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
も
い
わ
れ
、３
０
０

年
以
上
も
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。先
獅
子（
雄
）、中
獅

子（
雌
）、後
獅
子（
雄
）と
呼
ば
れ
る
３
匹
の
獅
子
で
踊

り
、優
雅
な
舞
か
ら
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
力
強
い
踊
り

ま
で
、集
落
に
よ
っ
て
趣
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

金
屋　
　
　
　
　

７
月
14
日（
夜
）・
15
日

　

上
・
下
鍜
冶
屋　

８
月
22
日（
夜
）・
23
日

　

大
津　
　
　
　
　

８
月
23
日（
夜
）・
24
日

　

坂
町　
　
　
　
　

８
月
24
日（
夜
）・
25
日

　

※
毎
年
、
同
じ
日
に
行
っ
て
い
ま
す

神
楽
舞

　

出
羽
神
社
の
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ
る
神
楽
が
起

源
と
さ
れ
、そ
の
歴
史
は
約
３
０
０
年
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。岩
戸
神
楽
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、会
津

地
域
の
神
楽
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。神
楽
舞
の
ほ
か

「
手
踊
り
」「
剣
舞
」「
鳥
刺
し
舞
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
演

目
が
あ
り
、見
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

鳥
屋　
　

７
月
９
日（
夜
）・
10
日

　

荒
島　
　

８
月
17
日（
夜
）・
18
日

　

切
田　
　

８
月
21
日（
夜
）・
22
日

　

佐
々
木　

８
月
23
日（
夜
）・
24
日

　

※
毎
年
、
同
じ
日
に
行
っ
て
い
ま
す

荒川地区

このコーナーでは、新村上市の観光名所や
イベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

神楽舞（荒島集落）

獅子踊り（上・下鍜冶屋集落）


